
しめ
平成29年（2017）２月１日発行

福岡県志免町議会第81号

議会だより

・補正予算 小中学校にエアコン設置等、可決
   6億1007万円増

・議員提案による条例制定
   志免町飲酒運転撲滅に関する条例

・副議長不信任案審議否決
・７人が一般質問

12
月 

定
例
会

カルタ大会 本番に向けて （志免南保育園）

2～3p

4～5p
6p

11～18p

いっぱい取りたい

し
め
議
会
だ
よ
り  

第
81
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
〒
８
１
１
‐
２
２
９
２
　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
‐
１

◇
発
行
日
・
平
成
29
年
２
月
１
日
　
◇
印
刷
・
株
式
会
社
　
三
光 

　志
免
南
保
育
園
に
は
、
０
歳

か
ら
５
歳
ま
で
の
１
３
１
名
の

子
ど
も
達
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　南
保
育
園
の
特
長
と
し
て
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
障
が
い
の

な
い
人
も
、
同
じ
人
間
と
し
て

関
わ
り
を
深
め
な
が
ら
、
お
互

い
を
大
切
に
で
き
る
存
在
と
し

て
い
け
る
よ
う
な
子
ど
も
達
に

育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、

柚
の
木
学
園
と
の
交
流
を
行
っ

て
い
る
と
の
事
。

　運
動
会
に
は
一
緒
に
玉
入
れ

を
し
た
り
、
仕
事
体
験
、
ふ
れ

あ
い
交
流
会
で
は
子
ど
も
達
が

訪
問
を
し
た
り
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　園
の
印
象
と
し
て
園
庭
が
広

わが町のきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとさん！

く
、
プ
ー
ル
も
あ
り
、
外
遊
び

に
子
ど
も
達
は
元
気
に
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　お
た
ず
ね
し
た
日
は
、
保
育

始
め
の
式
で
、
お
正
月
遊
び
を

先
生
達
が
お
し
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　十
二
支
の
は
な
し
や
歌
、
こ

ま
回
し
、
凧
あ
げ
、
福
笑
い
な

ど
大
喜
び
、
式
が
終
わ
る
と
、

す
ぐ
に
外
へ
出
て
い
き
羽
根
つ

き
や
竹
馬
な
ど
早
々
に
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

一
年
間
を
通
じ
て
色
々
な
行
事

を
計
画
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で

し
た
。

　元
気
な
子
ど
も
達
の
笑
顔
に

ほ
っ
と
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

羽子板

ふくわらい

傍聴に是非お越しください。

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。

ぜひお越しください。車椅子席もあります。

詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070
議会事務局は町役場４階です

メールアドレス：gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は

３月３日予定

みんなで徹底しよう「三ない運動」
政治家の寄付は禁止

有権者が求めることも禁止
政治
家は有権者に寄付を

贈らない!
有権
者は政治家に寄付を

求めない!

政治
家から有権者への寄付は

受け取らない !

【議会広報特別委員会】

お知らせ

発
行
責
任
者

大
西 

勇 

議
長

委
員
長

牟
田
口 

武
史

副
委
員
長

近
藤 

辰
也

委

　員
丸
山 

真
智
子

野
上 

順
子

吉
田 

大
作

寺
田 

秀
和

 志
免南保育園を訪ねて
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12
月
定
例
会
は
２
日
よ
り
13
日
ま
で
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
︒

議
案
13
件
可
決
︒
意
見
書
１
件
可
決
︑
１
件
否
決
︒

一
般
質
問
は
12
月
５
日
︑
６
日
の
２
日
間
で
７
人
が
行
い
ま
し
た
︒

12月
定例会

平成28年度一般　会計補正予算

６億1007万円増　　　総額132億4548万円 賛成多数で可決
賛成12人　反対１人

◦障害児施設給付費等負担金 2824万円
� 障害児通所支援金が増加したため� 国庫支出金　1883万円
� 県支出金　　��941万円

◦臨時福祉給付金事業費補助金 １億2843万円
� 支給対象者一人につき15000円支給
� ※平成28年度分の市町村民税（均等割）が課税されていない者

◦学校施設環境改善交付金 8838万円
� 小中学校の大規模改造（空調設備）

◦ひとり親家庭等医療費補助金 292万円
� ひとり親家庭医療の増加によるもの

主な歳入

債
務
負
担
行
為
※
予
算
の
先
取
り
を
行
う
行
為

ま
ち
づ
く
り
支
援
室
運
営
委
託
料

 

１
９
４
６
万
円

�

３
年
間
の
委
託
事
業（
₃2
年
３
月
₃1
日
ま
で
）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
委
託
料

 

３
７
８
万
円

�

計
画
策
定
委
託
料（
₃0
年
３
月
₃1
日
ま
で
）

環
境
監
視
作
業
業
務
委
託
料

 

４
１
２
万
円

�

環
境
監
視
員
２
名
分（
₃0
年
３
月
₃1
日
ま
で
）

屋
外
ト
イ
レ
清
掃
委
託
料

 

６
６
９
万
円

�

公
園
ト
イ
レ
22
个
所
分（
₃0
年
３
月
₃1
日
ま
で
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
委
託
料

 

８
６
９
万
円

�
外
国
語
指
導
助
手
委
託
料（
₃0
年
３
月
₃1
日
ま
で
）

生
涯
学
習
館
託
児
委
託
料

 

３
５
０
万
円

�

委
託
料（
₃0
年
３
月
₃1
日
ま
で
）

平成28年度公営企業会計補正
・水道事業　　収益的支出　202万円増　総額 ９億7257万円 （全員賛成）
・下水道事業　収益的支出　270万円増　総額11億   779万円
　　　　　　  資本的収入　839万円減　総額 ５億7802万円 （全員賛成）

小中学校にエア コン設置、可決
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小中学校にエア コン設置、可決
平成28年度一般　会計補正予算

６億1007万円増　　　総額132億4548万円
主な歳出

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

 

３
億
８
１
２
８
万
円

�

国
補
助
金
　
　
８
８
３
８
万
円

�

地
方
債
　
２
億
９
２
２
０
万
円

�

一
般
財
源
　
　
　
　
７
０
万
円

�

小
中
学
校
の
普
通
教
室
等

�

２
０
４
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
工
事

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

 

２
０
３
万
円

�

臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
シ
ス
テ
ム
改
修

井
堰
管
理
工
事

 

３
６
３
万
円

�
�

瀬
戸
井
堰
左
岸
ゲ
ー
ト
補
修
工
事
、
別
府
上
井

堰
整
備
等

交
通
安
全
施
設
工
事

 

８
２
７
万
円

�

・
志
免
中
央
小
学
校
の
指
定
通
学
路
の
一
部
を

�
�

ゾ
ー
ン
₃0
に
設
定
す
る
工
事

�

　
　
　
　
　
　
最
高
速
度
を
₃0
㎞　ｈ
に
規
制
す
る
も
の

�

・
交
差
点
等
の
注
意
喚
起
の
為
の
カ
ラ
ー
舗
装
等

私
立
幼
稚
園
就
園
助
成
金

 

６
５
２
万
円

�

制
度
改
正
に
よ
る
も
の

西
小
学
校
施
設
整
備
工
事

 

６
９
８
万
円

�

特
別
支
援
学
級
、
給
食
室
改
修
工
事

東
中
学
校
施
設
整
備
工
事

 

３
５
２
万
円

�

校
舎
雨
漏
り
補
修
等

平成28年度特別会計補正
・国民健康保険　　歳入歳出　3584万円増　総額54億  237万円（全員賛成）
・後期高齢者医療　歳入歳出　   165万円減　総額 ５億3434万円（賛成多数）

小中学校にエア コン設置、可決

反
対
討
論

助
村
千
代
子
議
員

　小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
事
業
費
に
関
し
て
は
、
国

の
補
助
金
は
低
額
で
ほ
と
ん
ど
を
借
金
で
賄
う
。

平
成
31
年
度
に
は
23
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る

状
況
下
に
お
い
て
優
先
事
業
と
は
思
わ
な
い
。

　将
来
の
財
政
、
子
ど
も
達
の
健
康
と
地
球
温
暖

化
も
危
惧
す
る
。
児
童
生
徒
、子
ど
も
の
事
で
も
っ

と
先
に
行
う
事
が
あ
る
と
思
う
。

※
ゾ
ー
ン
30
と
は
︙

3

小中学校にエア コン設置、可決



志
免
町
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

・�

育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
の
見
直
し

・�

介
護
休
暇
取
得

・�

介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
短
縮
措
置

　
平
成
29
年
１
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

　
平
成
28
年
12
月
1₃
日
施
行

 

賛
成
多
数

条　　　例
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定

古
庄
　
信
一
郎
　
議
員

二
宮
　
美
津
代
　
議
員

牟
田
口
　
武
史
　
議
員

志
免
町
飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
町
、
町
民
、
議
会
及
び
事
業
者
等
が
一

体
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
を
撲
滅
す
る
た
め
の
活
動
を
推
進

し
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

と
い
う
町
民
意
識
を
定
着
さ
せ
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
町
民
生
活
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
毎
年
２
月
９
日
を
飲
酒
運
転
撲
滅
の
日
と
定
め
る
。

　
平
成
28
年
12
月
1₃
日
施
行

 
賛
成
多
数

提
出
者

　
会
派
﹁
大
樹
﹂

福岡県飲酒運転撲滅宣言

※ 
会
派﹁
大
樹
﹂の
名
称
の
議
員
連
盟
に
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

志
免
町
議
会
は
会
派
制
を
採
用
し
て
い
ま
せ
ん
︒

4

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
制
定

・�

委
員
の
定
数
を
14
人
と
す
る
。

　
※
こ
れ
ま
で
は
16
人
。

・�

選
出
方
法
を
選
挙
に
よ
る
選
出
か
ら
、
議
会
の
同
意

を
経
た
町
長
の
任
命
制
一
本
と
す
る
。

　
農
業
者
外
か
ら
の
登
用
や
、
青
年
、
女
性
か
ら
の
積

　
極
的
な
登
用
も
謳
わ
れ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
12
月
1₃
日
施
行

 

全
員
賛
成

条　　　例
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・�

特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

　
平
成
28
年
12
月
1₃
日
施
行

 

賛
成
多
数

特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・�

特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

　
平
成
28
年
12
月
1₃
日
施
行

　
　
　
※
特
別
職
と
は
︙
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

 

賛
成
多
数

町の憲法

吉原地区の農地

5



提
出
者
　
二
宮
　
美
津
代
　
議
員

　
学
童
保
育
運
営
委
託
先
変
更
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

受
託
決
定
ま
で
の
、
丸
山
議
員
の

一
連
の
言
動
は
、
事
業
委
託
先
の

理
事
で
決
定
当
事
者
。

　
何
で
も
知
り
得
る
立
場
、
副
議

長
と
い
う
立
場
か
ら
も
大
き
な
責

任
が
伴
い
慎
重
を
期
す
べ
き
。

　
今
回
の
対
応
は
、
志
免
町
政
治

倫
理
に
関
す
る
条
例
、
志
免
町
議

会
基
本
条
例
に
も
抵
触
す
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。

古
庄
　
信
一
郎
　
議
員

　
議
長
を
補
佐
し
議
会
の
融
和
を

図
る
立
場
の
副
議
長
が
、
逆
に
議

会
を
混
乱
さ
せ
町
政
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。
主
な
点
を
挙
げ
る
。

①�

委
員
会
審
査
を
無
視
し
た
一
般

質
問
を
行
政
側
と
展
開
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
総
務
委
員
会
が
審

議
拒
否
。
こ
の
反
省
も
問
題
収

拾
の
努
力
も
せ
ず
放
置
、
混
乱

を
来
す
。

②�

他
委
員
会
を
誹
謗
す
る
質
問
が

多
く
、
委
員
会
の
独
自
性
と
尊

厳
を
無
視
す
る
自
己
中
心
的
感

覚
の
質
疑
を
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。

③�

実
現
し
た
施
策
を
自
分
の
手
柄

と
自
ら
の
報
告
誌
に
虚
偽
掲

載
。
真
に
努
力
し
た
議
員
や
委

員
会
は
不
快
感
に
満
ち
、
議
員

間
の
不
協
和
を
益
々
助
長
し
て

い
る
。

④�
行
政
チ
ェ
ッ
ク
の
議
会
と
同
じ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
民
間
団
体
、

ま
ち
づ
く
り
住
民
協
議
会
の
会
長

に
議
員
は
な
る
べ
き
で
は
な
い
。

丸
山
　
真
智
子
　
副
議
長

　
予
算
を
伴
う
学
童
保
育
事
業
は

委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
議
会
で
決

定
す
る
こ
と
は
、
私
は
百
も
承
知

で
、
受
託
確
約
と
も
思
え
る
回
答

を
引
き
出
す
こ
と
は
絶
対
に
な

い
。

　
社
協
の
理
事
会
の
中
で
は
私
は

慎
重
派
だ
っ
た
。

　
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
だ
か
ら
、
口
利
き
と
捉
え
ら
れ

る
可
能
性
は
全
く
な
い
。

　
住
民
の
期
待
に
応
え
る
議
会
と

は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
紛
糾
す

る
の
で
は
な
く
、
政
策
を
討
議
し

合
い
た
い
。

　
賛
成

　４
人

　反
対

　８
人

　賛
成
少
数
で
否
決

動
議

賛
成
討
論

弁
明

副議長
不信任案審議否決
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12 月定例会賛否結果表
議案名 志

免
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

志
免
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

志
免
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

志
免
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

志
免
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

志
免
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

北
筑
昇
華
苑
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
北

筑
昇
華
苑
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
志
免
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

平
成
28
年
度
志
免
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

平
成
28
年
度
志
免
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
28
年
度
志
免
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

平
成
28
年
度
志
免
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

志
免
町
飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る
条
例

Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
事
業
の
終
結
に
あ
た
っ
て
の
意
見
書

玄
海
原
発
の
再
稼
動
に
反
対
す
る
意
見
書

○ ⇒ 賛成
● ⇒ 反対
－ ⇒ 退席
欠 ⇒ 欠席

採決結果 全員賛成 全員賛成 賛成多数 賛成多数 賛成多数 全員賛成 全員賛成 賛成多数 全員賛成 賛成多数 全員賛成 全員賛成 賛成多数
賛成少数
で不採択

賛成多数
で採択

近藤　辰也 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺田　秀和 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牟田口武史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

安河内信宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

吉田　大作 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

助村千代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

野上　順子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

丸山真智子 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

牛房　良嗣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

古庄信一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

二宮美津代 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

大林　弘明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

末藤　省三 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

玄
海
原
発
の
再
稼
動
に
反
対

す
る
意
見
書

提
出
者
　
末
藤
　
省
三
　
議
員

要
望
内
容

　
福
岡
県
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

佐
賀
県
に
対
し
「
原
発
の
再
稼
動

を
認
め
な
い
よ
う
」
申
し
入
れ
る

と
と
も
に
、
九
州
電
力
に
対
し
、

玄
海
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
を

行
わ
な
い
よ
う
強
く
要
請
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

・
意
見
書
に
対
し
て

　
賛
成
　
近
藤
・
寺
田
・
吉
田
・

　
　
　
　
丸
山
・
二
宮
・
大
林
・

　
　
　
　
末
藤

　
反
対
　
牟
田
口
・
安
河
内
・

　
　
　
　
助
村
・
野
上
・
牛
房
・

　
　
　
　
古
庄

　
賛
成
多
数
で
採
択

Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
事
業
の
終
結
に

あ
た
っ
て

提
出
者
　
末
藤
　
省
三
　
議
員

要
望
内
容

（1）�

本
施
設
の
撤
去
費
用
に
つ
い
て

は
県
が
負
担
す
る
こ
と

（2）�

出
資
金
に
つ
い
て
は
各
施
設
組

合
と
十
分
協
議
し
、
参
加
自
治

体
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
こ
と

（3）�

今
後
、
継
続
す
る
期
間
内
で
黒

字
が
生
じ
た
場
合
、
単
年
度
ご

と
に
ご
み
処
理
委
託
料
の
値
下

げ
に
努
め
る
こ
と

　
賛
成
　
近
藤
・
寺
田
・
吉
田
・

　
　
　
　
大
林
・
末
藤

　
反
対
　
牟
田
口
・
安
河
内
・

　
　
　
　
助
村
・
野
上
・
丸
山
・

　
　
　
　
牛
房
・
古
庄
・
二
宮

　
賛
成
少
数
で
不
採
択

意
見
書

反
対
討
論

古
庄
信
一
郎
議
員

Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
は
数
十
年
か
か
っ
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
全
員
協
議
会
で
も
対
応
し
て
い
る
。

将
来
ご
み
問
題
は
近
隣
各
町
と
も
一
緒
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

現
在
の
状
況
を
判
断
し
て
、
志
免
町
だ
け
が
、
ま
し
て
議
会
が
独
自
に
意
見
を
も
っ

て
県
に
要
請
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

意
見
書
の
提
示
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
議
論
さ
れ
る
べ
き
。
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学
校
運
営
と
不
登
校
問
題

志
免
町
適
応
指
導
教
室

﹁
ぐ
ん
ぐ
ん
﹂
を
視
察

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
小

学
生
10
名
、中
学
生
50
名
前
後
、

町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

中
学
校
へ
の
不
登
校
対
応
補
助

教
員
・
心
の
相
談
教
室
・
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
未
然
防
止
・
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
・
適
応
指
導
教
室
な
ど

が
あ
り
、
対
応
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
地
域
別
の
分
析
が
必
要

で
は
な
い
か
、
と
の
事
で
資
料

を
出
し
て
も
ら
い
審
議
し
た
。

　
短
期
不
登
校
児
の
把
握
は
で

き
て
い
る
の
か
︒

　
不
登
校
に
な
り
そ
う
な
子
へ

の
支
援
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
︒

　
適
応
指
導
教
室
へ

通
う
生
徒
の
地
域
別

の
割
合
︑
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
状
況
等
多

く
の
質
問
が
出
さ
れ

た
︒

　
家
庭
教
育
も
必
要

で
あ
り
︑
保
護
者

へ
の
相
談
体
制
の
充

実
も
必
要
と
要
望
し

た
︒

　
現
場
の
様
子
と
声

を
聞
く
必
要
が
あ
る

と
の
事
で
、
中
学
校

の
適
応
指
導
教
室
の
視
察
。

　
不
登
校
生
徒
の
現
状
や
、
サ

ポ
ー
ト
教
室
の
様
子
を
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
を
受
け

た
。

　
教
室
を
間
仕
切
り
に
し
て
、

子
ど
も
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
配

慮
が
さ
れ
て
い
た
。

　「
ぐ
ん
ぐ
ん
」
で
は
不
登
校

支
援
開
始
ま
で
の
流
れ
、
活
動

内
容
、
通
室
状
況
等
の
説
明
を

受
け
た
。

　
自
学
を
基
本
と
し
て
い
る

が
、個
別
の
時
間
割
を
作
成
し
、

学
習
支
援
に
も
努
力
し
て
い
る

と
の
事
。

　
通
学
状
況
と
し
て
中
央
小
校

区
の
子
ど
も
が
多
く
、
不
登
校

児
へ
の
対
応
の
場
所
が
増
え
れ

ば
少
し
で
も
減
る
の
で
は
。

保
育
行
政
と
待
機
児
童

委
員
会
軽
視
に
審
査

中
断

　
学
童
保
育
所
運
営
の
委
託
先

に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
も
審

議
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
執
行
部
側
が
委
託
先
の
話

を
進
め
結
果
の
み
を
議
会
に
知

ら
せ
る
や
り
方
に
対
し
て
、
委

員
会
軽
視
・
議
会
軽
視
で
あ
り

到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
の
事
で
審
議
が
中
断
。

　
委
員
会
が
審
査
拒
否
し
た
事

に
対
し
、
町
長
よ
り
説
明
を
し

た
い
の
で
、
委
員
会
に
出
席
さ

せ
て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。

　
町
長
よ
り
「
９
月
議
会
で
の

答
弁
が
、
あ
た
か
も
決
ま
っ
た

様
な
発
言
や
内
容
に
な
っ
た
事

に
対
し
申
し
分
け
な
か
っ
た
。

熟
慮
し
て
答
弁
す
べ
き
だ
っ

た
」

　
今
後
社
協
も
含
め
︑
他
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
も
再
度
検
証
︑
委
員

会
と
も
意
見
を
交
え
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
と
お
願
い
が
あ
り
︑

委
員
会
も
今
後
審
議
を
行
う
︒

総
務
文
教
常
任
委
員
会

（太字は委員会の要望、要請）

適応指導教室の視察

（太字は委員会の要望、要請）
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

在
宅
医
療
・

介
護
連
携
を
協
議

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
町
の
取
組
み
に
つ

い
て
︑
項
目
ご
と
の
進
捗
状
況

を
担
当
課
に
説
明
を
求
め
た
︒

　
医
師
会
と
連
携
し
行
っ
て
い

る
多
職
種
連
携
研
修
会
を
９
月

28
日
に
開
催
し
た
。

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

訪
問
看
護
師
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
、

社
会
福
祉
士
、保
健
師
に
加
え
、

今
回
か
ら
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
管
理
栄
養
士
の
３
職

種
を
加
え
、
計
47
名
の
参
加
が

あ
り
、
事
例
検
討
会
と
同
職
種

間
の
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
10
月
４
日
に
は
、
粕

屋
医
師
会
主
催
の
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
推
進
会
議
が
開
催

さ
れ
、
粕
屋
医
師
会
、
粕
屋
保

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

健
福
祉
事
務
所
、
粕
屋
地
区
１

市
７
町
の
担
当
課
長
及
び
担
当

者
が
参
加
し
た
。

　
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
つ

い
て
は
各
市
町
で
各
々
取
組
ん

で
い
る
が
、
広
域
的
な
取
組
み

が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
今

後
、
同
連
携
推
進
会
議
で
協
議

し
て
い
く
。

　
以
上
の
こ
と
を
担
当
課
よ
り

報
告
を
受
け
た
。

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
の
創
出

　
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
や
買
物
支
援
な
ど
に
つ
い

て
現
状
を
調
べ
︑
不
足
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
︒

　
社
会
資
源
、
地
域
資
源
を
把

握
し
、
今
後
整
備
す
る
と
の
こ

と
。

ゴ
ミ
の
現
状
と
課
題

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

設
置
は
慎
重
に

　
地
域
の
資
源
回
収
を
活
用
で

き
て
い
な
い
人
が
お
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
回
収
場
所
を
増
や

す
取
組
み
と
し
て
、
公
共
施
設

に
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。

　
町
内
会
︑
老
人
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
︑
地
域
で
実
施
し
て
い
る
資

源
回
収
を
圧
迫
し
な
い
よ
う

に
︑
慎
重
に
進
め
る
よ
う
要
請

し
た
︒

委員会報告
（調査・研究）

買物バスツアーのチラシ

志免六町内会資源回収

　
委
員
会
と
は
、
議
会
で

取
り
扱
う
複
雑
多
岐
な
内

容
を
、
専
門
的
・
効
率
的

に
審
査
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
議
会
が
開

催
し
て
い
な
い
と
き
も
、

町
の
こ
と
に
つ
い
て
様
々

な
調
査
や
研
究
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
�
て
何
？
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第
５
回
12
月
定
例
会
に
つ
い
て

　
会
期
は
12
月
２
日
か
ら
21
日
ま
で
の
12
日
間
。

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
の
提
案
が
一
件
・
意
見
書

が
３
件
提
出
の
予
定
。

（
委
員
長
に
対
す
る
Ｑ
＆
Ａ
）

Ｑ
．�

子
育
て
支
援
課
関
係
の
審
議
が
止
ま
っ
て
い

る
。
議
会
の
収
拾
も
必
要
で
は
。
議
運
で
協

議
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
．�

総
務
委
員
長
よ
り
申
し
出
が
な
い
の
で
し
て

い
な
い
。

Ｑ
．�

会
派
制
に
つ
い
て
議
会
運
営
委
員
会
で
勉
強

す
る
と
の
事
だ
っ
た
が
、
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
．�

ま
だ
し
て
い
な
い
。

Ｑ
．�

福
岡
都
市
圏
広
域
は
半
年
近
く
開
催
さ
れ
て

い
な
い
。
や
め
て
も
い
い
の
で
は
。

Ａ
．�

３
町
の
日
程
が
な
か
な
か
一
致
し
な
い
た
め

現
在
苦
慮
し
て
い
る
。

Ｑ
．�

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
加
入
の

意
見
書
が
出
る
の
か
、
議
員
年
金
を
廃
止
し

た
経
緯
も
あ
る
。
し
っ
か
り
討
議
し
た
か
。

Ａ
．�

詳
し
い
事
は
し
て
い
な
い
。

　
10
月
12
日
に
志
免
町
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員

会
を
開
催
。

　
今
後
３
町
（
宇
美
・
志
免
・
須
恵
）
で
議
題
と

す
る
３
項
目
程
度
を
選
定
し
た
。

　
・
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上

　
・
災
害
に
対
す
る
連
携

　
・
須
恵
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
か
ら
の
道
路
整
備

　
10
月
28
日
に
３
町
正
副
委
員
長
会
議
を
行
い
、

各
町
の
提
案
事
項
を
出
し
合
っ
た
が
、
宇
美
町
か

ら
は
災
害
対
応
等
は
県
内
で
協
定
が
あ
る
、
道
路

整
備
は
委
員
会
で
の
議
題
に
は
な
ら
な
い
の
で
は

と
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
須
恵
町
か
ら
は
、
３
町
合
同
委
員
会
は
意
見
交

換
や
親
睦
の
場
で
い
い
の
で
は
、
ま
た
香
椎
線
の

黒
字
化
に
力
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
年
明
け
に
３
町
合
同
委
員
会
を
開
催
す
る
。

（
委
員
長
に
対
す
る
Ｑ
＆
Ａ
）

Ｑ
．�

今
の
報
告
で
は
３
町
の
ス
タ
ン
ス
が
大
分
違

う
印
象
が
あ
る
。

　
　�

広
域
の
合
同
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．�

年
明
け
の
全
体
会
議
に
出
し
た
い
。

議
会
運
営
委
員
会

福
岡
都
市
圏
広
域 

行
政
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
視
察
研
修
　
大
刀
洗
町
議
会

　
日
　
　
程
　
11
月
15
日

　
目
　
　
的
　
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　
大
刀
洗
町
議
会
の
議
会
報
告
会
に
つ
い

て
、
意
見
を
交
換
し
、
２
月
の
議
会
報
告
会

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
研
　
　
修
　
福
岡
県
町
村
議
会

　
日
　
　
程
　
11
月
25
日

　
目
　
　
的
　
広
報
研
修
会

　
し
め
議
会
だ
よ
り
第
79
号
を
提
出
し
、
講

師
の
𠮷𠮷
村
𠮷
𠮷
に
𠮷
𠮷
し
て
𠮷
い
た
。
今
後

の
広
報
作
成
に
役
立
て
た
い
。

◆
◇
◆

　視
察
・
研
修
　◆
◇
◆
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ズバリ町政を問う
牛房　良嗣　議員   12P
①小学生から英語の取組を

②グラウンドに屋根つきベンチを

助村千代子　議員   13P
①健康マイレージの取り組みを

野上　順子　議員   14P
①生活保護世帯の下水道減免廃止

②町長の公約水道料値下げは

丸山真智子　議員   15P
①自主防災組織の育成・指導を

②町内会（自治会）の脱会対策は

古庄信一郎　議員   16P
①社協の繰越金は多額で問題だ

②社協への議会選出は廃止

二宮美津代　議員   17P
①受動喫煙防止への取り組み

②認知症サポーターの連携強化

末藤　省三　議員   18P
①マイナンバー番号なくとも受理

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事

務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ

い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の

範
囲
内
で
※
１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

　
※
質
疑
、
答
弁
を
理
解
す
る
ま
で
繰
り
返
す
方
法

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館

に
置
く
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

※桜は志免町花です
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小学１年生から英語の取組を
答弁／グローバル化、前向きで検討

牛
房
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会

で
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
に
一

番
必
要
な
こ
と
は
英
語
の
修

得
。

　
園
児
か
ら
の
英
語
支
援
と
現

在
の
５
・
６
年
生
の
英
語
学
習

を
１
年
生
か
ら
に
す
る
こ
と
を

再
三
に
わ
た
り
提
言
す
る
。

　
現
在
の
検
討
状
況
は
。

　
先
ず
園
児
へ
の
支
援
は
。

町
長
　
園
児
た
ち
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
指

導
助
手
）
の
採
用
、
各
園
へ
の

派
遣
も
ふ
く
め
検
討
し
て
い

る
。

牛
房
　
幼
児
の
脳
力
は
６
才
ま

で
に
90
％
が
開
発
さ
れ
る
、
英

語
学
習
の
み
な
ら
ず
一
般
の
学

力
に
も
貢
献
又
障
害
を
も
つ
お

子
さ
ん
た
ち
の
脳
力
の
活
性
化

を
促
進
す
る
。

　
園
児
た
ち
へ
の
支
援
を
切
望

す
る
。

　
次
に
小
学
１
年
生
か
ら
の
英

語
学
習
の
取
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

　
取
組
み
に
必
要
な
特
例
校
、

指
定
校
へ
の
事
前
の
申
請
は
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
申
請
の
予
定
は
し
て

い
な
い
現
状
で
は
英
語
教
員
の

不
足
、
授
業
時
間
不
足
、
教
材

評
価
の
問
題
な
ど
英
語
学
習
の

環
境
が
整
備
さ
れ
ず
。

　
現
状
で
は
近
隣
の
先
進
校
指

定
校
の
情
報
を
得
な
が
ら
検

討
。

町
長
　
教
育
長
の
申
し
上
げ
た

通
り
現
状
で
は
指
導
者
の
育
成

が
急
務
。

牛
房
　
志
免
町
ト
ッ
プ
２
人
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
出
来
な
い
理
由
の

報
告
、
残
念
。
近
隣
町
で
は
町

長
教
育
関
係
者
が
一
体
と
な
り

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
（
英

国
人
講
師
）
を
採
用
、
園
児
や

小
学
１
年
生
か
ら
指
導
に
当
た

る
。

　
又
他
町
で
は
全
国
自
治
体
の

英
語
教
育
の
モ
デ
ル
を
目
指
し

勿
論
１
年
生
か
ら
の
実
施
に
取

組
ん
で
い
る
。

　
福
岡
都
市
圏
で
の
１
年
生
の

英
語
の
取
組
み
は
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
。
保
護
者
は
、
１

年
生
か
ら
の
英
語
の
取
組
み
を

望
み
待
っ
て
い
る
。

牛房 良嗣 議員

一般質問

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
屋
根
つ
き
ベ
ン
チ
を

答
弁
／
異
常
気
象
、
事
故
多
発
、
検
討
す
る

町
長
　
未
設
置
場
所
を
再
点
検

し
検
討
す
る
。

牛
房
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す

る
高
齢
者
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
た
め
屋
根
つ
き
の
ベ

ン
チ
の
設
置
を
。

　
英
語
学
習
の
問
題
は
教
育
関

係
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

町
長
の
先
見
性
と
決
断
に
期
待

す
る
。

町
長
　
学
校
教
育
と
も
検
討
し

な
が
ら
す
す
め
る
。

ALTの授業風景（志免中央小）
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一般質問

助
村
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
べ

く
、
住
民
自
ら
取
り
組
み
が
必

要
。

　
健
康
増
進
は
健
診
を
受
け
る

事
が
基
本
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診

率
は
、
町
の
目
標
値
は
48
％
で

実
績
は
27
・
９
％
。
健
診
の
結

果
、
改
善
の
動
機
付
け
支
援
を

受
け
る
方
は
１
９
６
人
で
、
修

了
者
は
半
分
以
下
の
88
人
。

　
積
極
的
支
援
を
受
け
る
方
は

84
人
中
修
了
者
は
10
人
。

　
26
年
度
の
受
診
率
は
29
・

４
％
、
こ
れ
は
粕
屋
地
区
内
で

６
番
目
。

助村 千代子 議員

　
こ
の
状
況
の
分
析
と
今
後
の

対
策
は
。

健
康
課
長
　
特
定
健
診
が
始

ま
っ
た
当
初
は
２
番
目
と
い
う

高
さ
だ
っ
た
。

　
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
は
町
内
の
医
療
機

関
で
受
け
る
事
も
推
進
、
そ
の

結
果
１
ポ
イ
ン
ト
（
約
80
人
）

上
が
っ
た
。

　
今
年
度
も
１
０
０
人
程
の
実

績
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
受
け
や
す
い
体
制
づ
く

り
を
住
民
課
と
共
に
検
討
し
た

い
。

助
村
　
前
年
度
国
保
特
別
会
計

は
、
３
７
３
３
万
円
の
赤
字
。

　
国
保
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
３
２
万
７
０
０
０
円
、
年
々

上
が
っ
て
い
る
が
下
が
っ
て
い

る
市
町
も
あ
る
。

　
医
療
費
削
減
は
健
康
に
つ
な

が
る
。

　
医
療
費
の
削
減
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
。

健
康
課
長
　
住
民
課
と
は
健
診

の
受
診
率
向
上
、
健
診
後
の
指

導
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
歩
い
て
健
康
づ
く
り
、
月
２

回
町
民
の
方
に
健
康
づ
く
り
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。

助
村
　
健
康
や
健
診
な
ど
に
無

関
心
層
に
い
か
に
、
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
か
だ
と
思
う
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
ツ
ー
ル
と
し
て
、
健

診
や
健
康
講
座
・
料
理
教
室
・

運
動
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
町
が
指
定
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
事
で
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、
ク
オ
カ
ー
ド
な
ど
特

典
が
得
ら
れ
る
「
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
」
の
導
入
を
と
考
え
る
。

　
健
康
づ
く
り
に
努
力
し
た
人

や
健
康
保
険
を
使
用
し
な
か
っ

た
人
も
、
対
象
に
す
る
制
度
を

活
用
し
て
健
康
づ
く
り
、
医
療

費
削
減
に
取
り
組
ん
で
は
。

　
国
は
健
康
保
険
事
業
の
中
で

位
置
づ
け
て
い
る
。

町
長
　
補
助
金
を
有
効
に
活
用

し
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
う
。

健康マイレージの取り組みを
答弁／前向きに取り組みたい

集団検診
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生活保護世帯の下水道減免廃止
答弁／税の公平性の為に必要である

野
上
　
生
活
状
況
の
厳
し
い
人

に
と
り
、
減
免
制
度
は
あ
り
が

た
い
が
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
19
の
条
例
で
減
免

の
規
定
を
設
け
て
い
る
。

野
上
　
減
免
が
あ
る
の
に
意
外

と
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　
条
件
の
基
準
が
厳
し
い
と
感

じ
て
い
る
。

　
今
回
下
水
道
使
用
料
の
減
免

が
廃
止
さ
れ
る
が
、
今
あ
る
制

度
も
廃
止
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
の
か
と
心
配
を
す
る
。

　
老
齢
加
算
の
廃
止
、
生
活
扶

助
の
減
額
な
ど
現
状
は
厳
し

い
。

　
ど
う
い
う
形
で
廃
止
の
話
し

が
だ
さ
れ
た
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
下
水
道
使
用

料
が
生
活
扶
助
に
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
認
識
で
廃
止
の
方
向

で
進
め
た
。

野
上
　
廃
止
に
よ
る
影
響
等
調

査
は
さ
れ
た
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
調
査
は
し
て

い
な
い
。

野
上
　
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
財
政

状
況
は
違
う
と
思
う
。

　
福
岡
市
が
廃
止
し
た
か
ら
で

は
な
く
、
町
長
の
考
え
も
あ
っ

て
よ
か
っ
た
の
で
は
。

町
長
　
町
の
財
政
状
況
も
大
変

厳
し
い
状
況
の
中
で
予
算
を
立

て
て
い
る
。

野
上
　
廃
止
に
よ
り
支
払
い
が

で
き
な
い
家
庭
も
出
、
水
道
も

止
め
ら
れ
る
状
況
に
な
る
の
で

は
と
危
惧
す
る
。

上
下
水
道
課
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
下
水
道
使
用
料
の
滞
納
に

よ
っ
て
給
水
停
止
は
し
て
い
な

い
。

　
相
談
が
あ
れ
ば
、
毎
月
の
支

払
い
に
す
る
な
ど
の
対
応
は
と

ら
せ
て
も
ら
う
。

野
上
　
廃
止
の
通
知
は
ど
の
よ

う
な
形
で
伝
え
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
現
在
減
免
を

行
っ
て
い
る
全
世
帯
に
、
年
内

野上 順子 議員

一般質問

町
長
の
公
約
水
道
料
値
下
げ
は

答
弁
／
基
本
料
金
の
見
直
し
か
ら
進
め
る

町
長
　
就
任
当
初
よ
り
見
直
し

に
つ
い
て
上
下
水
道
課
と
議
論

を
重
ね
て
き
た
。

　
直
接
的
な
水
道
料
金
で
な

く
、
５
ｔ
未
満
の
方
の
削
減
が

で
き
な
い
か
話
し
を
進
め
て
い

る
。

野
上
　
水
道
料
を
値
下
げ
す
る

が
町
長
の
公
約
だ
っ
た
。

　
多
く
の
町
民
が
期
待
も
し
て

い
る
が
ど
う
い
う
状
況
か
。

生活保護世帯への通知

に
一
回
と
施
行
日
前
に
一
回
の

計
二
回
通
知
す
る
予
定
。
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自主防災組織の育成・指導を
答弁／生活安全課が出前講座に行く

丸
山
　
災
害
時
の
避
難
行
動
要

支
援
者
の
支
援
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

生
活
安
全
課
長
　
名
簿
に
４
，

７
５
３
名
、
個
別
計
画
策
定
済

み
が
46
名
。

丸
山
　
ど
う
し
て
進
ま
な
い
の

か
。

　
関
係
機
関
情
報
共
有
方
式
を

活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

生
活
安
全
課
長
　
個
人
情
報
の

関
連
で
共
有
で
き
る
の
な
ら
、

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

丸山 真智子 議員

一般質問

丸
山
　
災
害
時
、
役
に
立
つ
自

主
防
災
組
織
は
平
常
時
に
危
険

箇
所
の
点
検
を
し
て
お
く
、
地

域
住
民
の
役
割
分
担
、
防
災
訓

練
や
避
難
訓
練
、
防
災
資
機
材

の
配
置
場
所
等
の
周
知
徹
底
等

が
あ
る
が
、
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
自
主
防
災
組
織
が
で
き

た
だ
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
出
前
講
座
を
し
て
進
め
た

い
。

丸
山
　
学
校
防
災
教
育
に
つ
い

て
は
中
央
教
育
審
議
会
の
学
校

安
全
部
会
が
発
表
し
た
主
体
的

な
学
習
や
地
域
と
の
実
践
の
融

合
、
地
域
、
家
庭
と
と
も
に
学

ぶ
学
習
が
大
切
だ
と
の
こ
と
だ

が
、
志
免
町
の
防
災
教
育
は
反

省
す
る
点
は
な
い
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
中
教
審
の
こ

と
は
調
べ
て
な
い
が
、
福
岡
県

の
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
防

災
教
育
に
従
っ
て
い
る
。

丸
山
　
経
費
が
削
減
で
き
、
担

当
者
の
負
担
も
減
り
、
参
加
者

が
増
え
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

（
一
斉
地
震
防
災
訓
練
）
を
行
っ

た
ら
ど
う
か
。

生
活
安
全
課
長
　
訓
練
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

町
内
会
（
自
治
会
）
の
脱
会
対
策
は

答
弁
／
対
策
を
共
有
す
る
勉
強
会
を
行
な
う

丸
山
　
助
け
合
う
地
域
社
会
づ

く
り
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る

時
、
町
内
会
の
脱
会
が
増
え
る

傾
向
に
あ
る
の
は
大
き
な
課

題
。

　
加
入
率
は
。
対
策
は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　
平
成

28
年
７
月
１
日
現
在
、
約
89
％
。

　
脱
会
の
理
由
が
町
内
会
で
ま

ち
ま
ち
な
の
で
対
策
も
違
う
。

　
脱
会
対
策
を
共
有
す
る
勉
強

会
を
近
々
実
施
す
る
予
定
だ
。

丸
山
　
新
し
く
設
置
さ
れ
た
自

治
モ
デ
ル
検
討
特
別
室
は
何
を

目
指
す
の
か
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　
地
域

自
治
の
研
究
。

志免二町内会防災倉庫
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一般質問

社協の繰越金は多額で問題だ
答弁／多岐事業で増、今後精査する

古
庄
　
町
の
一
般
会
計
予
算
の

な
ん
と
28
・
４
％
が
補
助
金
等

の
予
算
。
支
援
団
体
数
は
。

経
営
企
画
課
長
　
３
６
６
団
体
。

古
庄
　
そ
れ
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
、

評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
代

表
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

後
社
協
）
を
挙
げ
少
し
疑
問
点

を
絞
っ
て
伺
う
。
予
算
、
決
算

報
告
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
25
年

以
降
掲
載
が
全
く
無
い
。

　
職
員
が
少
数
で
大
変
だ
ろ
う

が
業
務
内
容
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
。

福
祉
課
長
　
確
認
し
て
い
な
い
。

古
庄
　
社
協
と
町
で
の
補
助
金

の
計
上
額
が
一
千
万
円
違
う
。

　
別
の
補
助
が
あ
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
判
ら
な
い
。

古
庄
　
毎
年
繰
越
金
が
２
５
０
０

万
円
程
度
計
上
さ
れ
、
ほ
ぼ
同

額
が
予
備
費
計
上
。

　
予
算
の
１
割
。
繰
越
金
予
備

費
が
相
当
額
あ
り
補
助
金
は
削

減
す
べ
き
。

町
長
　
多
岐
の
事
業
で
増
え
て

い
る
の
で
は
。

　
今
後
精
査
す
る
。

古
庄
　
人
件
費
も
他
町
よ
り
多

い
。

　
補
助
金
の
妥
当
性
に
つ
い
て

の
チ
ェ
ッ
ク
は
全
然
さ
れ
て
い

な
い
。
特
に
理
事
に
は
福
祉
課

長
も
議
員
も
入
っ
て
い
る
。

　
し
っ
か
り
精
査
す
べ
き
。
町

の
補
助
金
交
付
規
則
及
び
基
準

で
は
交
付
要
鋼
を
定
め
る
と
あ

る
。

　
柚
の
木
や
商
工
会
、
シ
ル

バ
ー
人
材
他
は
交
付
の
要
鋼
が

策
定
さ
れ
て
い
る
が
社
協
だ
け

古庄 信一郎 議員

社
協
へ
の
議
会
選
出
理
事
は
廃
止

答
弁
／
議
会
の
判
断
、
職
員
は
精
査
す
る

古
庄
　
来
年
４
月
に
社
会
福
祉

法
人
等
の
法
律
の
一
部
改
正
が

あ
り
、
社
協
の
評
議
員
の
権
限

が
強
化
。

　
理
事
に
所
管
の
課
長
や
議
員

が
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
一

の
法
人
、
兼
業
の
禁
止
等
の
解

釈
か
ら
も
私
は
反
対
だ
。

町
長
　
少
し
は
利
害
関
係
が
あ

る
。
議
会
の
判
断
。

　
職
員
は
精
査
す
る
。

古
庄
　
宅
老
所
つ
ど
い
の
家
は

閉
鎖
さ
れ
る
よ
う
だ
が
。

町
長
　
今
後
に
つ
い
て
は
利
用

者
と
意
思
疎
通
を
図
る
。

古
庄
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
医
療
機
関
で

も
同
様
の
事
業
を
展
開
。

　
わ
ず
か
で
も
助
成
の
検
討
を

願
う
。

社会福祉協議会（シーメイト内）

が
な
い
。

　
な
ぜ
か
。
何
を
持
っ
て
交
付

し
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
施
行
規
則
の
手
続

き
で
実
施
し
て
い
る
。

古
庄
　
解
釈
論
で
展
開
す
る
か

ら
憶
測
が
起
る
。

　
な
ら
ば
要
鋼
は
不
要
。
公
平

性
を
持
た
ね
ば
。
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一般質問

受動喫煙防止への取り組み
答弁／分煙対策について協議する

二
宮
　
受
動
喫
煙
の
健
康
被
害

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

健
康
課
長
　
喫
煙
者
よ
り
も
、

た
ば
こ
か
ら
出
る
煙
の
方
が
よ

り
多
く
の
有
害
物
質
が
出
る
。

　
積
極
的
に
周
知
を
行
っ
て
い

る
。

二
宮
　
公
共
の
施
設
で
の
防
止

対
策
へ
の
喚
起
は
。

健
康
課
長
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
全
面
禁
煙
で
す
。二宮 美津代 議員

総
務
課
長
　
敷
地
内
は
禁
煙
。

　
望
山
荘
は
分
煙
、
来
庁
者
は

裏
玄
関
横
の
喫
煙
所
へ
案
内
。

二
宮
　
た
ば
こ
の
煙
が
漏
れ
な

い
喫
煙
室
の
設
置
な
ど
分
煙
対

策
は
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
15
年
前
に

出
さ
れ
て
い
る
が
。

町
長
　
屋
内
で
は
禁
煙
に
し
て

い
る
が
屋
外
で
吸
っ
て
い
る
な

ど
、
分
煙
へ
の
取
り
組
み
を
協

議
し
た
い
。

二
宮
　
先
進
自
治
体
で
は
す
で

に
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制

定
。

　
条
例
制
定
へ
の
見
解
を
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
連
携
強
化

答
弁
／
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
は
課
題
の
一
つ

二
宮
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

活
躍
で
き
る
場
や
活
動
し
や
す

い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
い
る
。

福
祉
課
長
　
認
知
症
介
護
の
事

業
所
な
ど
と
協
力
し
、
課
題
の

一
つ
と
し
て
進
め
た
い
。

二
宮
　
町
長
は
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
必
要
だ

と
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
今

は
、
福
祉
的
要
素
を
含
む
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長
　
地
域
の
か
か
わ
り
が
大

事
で
あ
る
。

　
地
域
の
あ
り
方
、
つ
な
が
り

を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
広
げ
て
い
き

た
い
。

二
宮
　
養
成
講
座
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
。

福
祉
課
長
　
認
知
症
の
方
へ
の

理
解
が
深
ま
っ
た
。

　
何
か
で
き
る
と
い
う
比
率
が

高
い
。

二
宮
　
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
は
。

学
校
教
育
課
長
　
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
行
う
か
検
討
す

る
。

二
宮
　
認
知
症
や
高
齢
者
へ
の

理
解
も
深
ま
る
。

　
優
し
い
心
を
育
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

教
育
長
　
取
り
組
み
を
指
導
す

る
。

福岡県受動喫煙防止ロゴマーク

町
長
　
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
対
策
へ
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
条
例
化
に
向
け
勉
強
し
検
討

し
た
い
。
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一般質問

マイナンバー番号なくとも受理
答弁／記載がなくても受付けはする

末
藤
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
届
出

に
つ
い
て
、
４
万
７
千
人
の
人

口
の
う
ち
交
付
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
申
請
者
数
３
８
０
０

件
で
す
。

末
藤
　
年
金
機
構
の
１
２
５
万

件
の
漏
え
い
、
な
ぜ
そ
う
な
っ

た
の
か
、
今
後
ど
う
し
た
い
の

か
。

　
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
説
明
が
一
言
も
な
い
。

　
今
回
の
交
付
状
況
、
漏
え
い

が
大
変
怖
い
ん
だ
と
、
不
安
だ

と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
携

わ
る
住
民
は
少
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

総
務
課
長
　
詳
細
な
こ
と
は
承

知
し
て
な
い
、
答
え
し
か
ね
る
。

末
藤
　
確
定
申
告
が
近
づ
い
て

き
た
が
、
申
告
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
提
出
さ
れ
な
い

と
受
け
付
け
さ
れ
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も

そ
の
申
告
書
は
受
付
け
る
。

末
藤
　
各
課
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
な
い
と
受
け
付
け
な

い
と
い
う
処
置
は
さ
れ
な
い
。

住
民
課
長
　
国
民
健
康
保
険
等

の
申
請
の
際
に
提
示
は
求
め
る

が
、
な
く
し
た
方
や
忘
れ
て
こ

ら
れ
た
方
に
対
し
て
も
受
け
つ

け
は
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
長
　
保
育
所
申

し
込
み
の
申
請
書
類
に
つ
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

な
く
と
も
受
付
は
行
っ
て
い

る
。

末
藤
　
住
民
は
安
心
で
き
な

い
、
年
金
機
構
の
１
２
５
万
件

の
漏
え
い
を
始
め
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

７
７
９
３
万
人
、
ベ
ネ
ッ
セ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
３
５
０
０

件
、
ア
メ
リ
カ
の
ヤ
フ
ー
は

５
億
件
な
ど
が
流
出
し
て
い

る
、
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
全
国
で
８
件
の
裁
判
が
起

こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

末藤 省三 議員

マイナンバー受付（役場内）

　
一
番
目
に
集
積
さ
れ
た
個
人

情
報
が
外
部
に
漏
え
い
す
る
。

　
二
番
目
が
不
正
利
用
、
成
り

済
ま
し
等
に
財
産
そ
の
他
の
被

害
が
発
生
す
る
。

　
三
番
目
に
国
家
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
の
個
人
情
報
が
個
人
番
号

を
鍵
に
し
て
名
寄
せ
、
突
き
合

わ
せ
、
一
元
化
さ
れ
る
な
ど
５

つ
の
危
険
性
を
認
め
て
い
る
こ

と
が
政
府
参
考
人
か
ら
は
っ
き

り
し
て
き
た
。

　
不
安
を
住
民
に
与
え
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
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団体名
志免町老人クラブ連合会

住民の参加人数
男性　19人・女性　２人・合計　21人

月　　日 平成28年８月４日（木） 会　　場 志免町役場４階　第１第２委員会室
開始時間 15時 終了時間 16時40分

テ
ー
マ

①志免町の老人福祉の現状について（介護保険制度について・老人福祉施設の現状について）
②高齢化社会、今後の取組みと対応について（行政・社協・議会の協働は）
③老人クラブ会員の減少、単位クラブの連合会退会・休会に議会からの支援を

内
容
の
説
明

・志免町の老人福祉の現状について資料を用いて説明をおこなう。
　　主な説明は、志免町の介護保険料は一番低い広域連合の水準（Ｃグループ）に位置している。
　　志免町では65歳以上で100人中15人が介護保険の認定を受けている等の説明をおこなう。
・地域包括ケアシステムが今後重要であり、その中に老人クラブも位置付けされている。
・ 介護予防のため、各町内会でうきうきルームが開催されており、今後の介護予防をおこなう上でとても重要である。
・今後の施策として、介護支援ボランティア制度について議会として提言をおこなっている。
・認知症サポータ養成や認知症カフェについて説明をおこなう。

・老人クラブの現状について事務局長より説明があった。
　　団塊の世代の取り込み。魅力ある老人会づくりをどのようにすればいいのか。
　　老人クラブのネーミングについても検討したほうがよいのでは。
　　老人クラブの問題として世代間の認識の違い60代、70代、80代から90代等がある。
　　元気な高齢者が介護等のサポートをどうおこなっていくかが課題。

意
見
交
換
会
で
の
質
疑

質問・意見 回　　　答

介護保険制度の改正について、志免町では具体的にど
ういったかたちで進められているのか。

住民主体のサービスに移行されるところがはっきり構
築されてないが、しくみを今つくっているところです。

これから社会の要請として元気な人が弱者を守ること
が求められている。老人クラブとしても増員してお互
いやれることをやっていきたい。

老人クラブは地域包括ケアシステムに位置付けられて
いる。老人クラブの活動自体が介護予防につながる。
老人クラブがないとそこが担えないので、各地域にや
はり必要になってくるのではないかと思います。

老人クラブは自主的な組織なのに、あるクラブでは町
内会助成金の使途について話がある。そのため会の運
営に苦慮している。

老人クラブの必要性は増している、町内会と十分相談
してほしいと提言します。

老人クラブの問題は会員の減少です。60歳以上の議員は
老人会に加入してほしい。魅力的な老人会になるのでは。

町や議会も老人クラブの重要性の認識を持たなければ
いけないと考えます。

魅力ある老人クラブをつくるために、老人クラブに直
接補助金を支給できないのか。

町からの補助金はクラブにも連合会にも直接支給をし
ています。各町内会からの補助については町内会と相
談しては。

住民交流会とはなんですか。 地域での問題を話し合う会です。これまで３回開催さ
れていますが、ぜひ参加して頂ければと思います。広
報でお知らせしていますが、誰でも参加できます。

会員クラブで住民交流会を催したいけどできますか。 提言として福祉課のほうに話しますが、現在行われて
いる住民交流会に参加してみられるのもいいです。

休部しているところの復活の場合、１年かかりました、
即座に復活できるような制度をお願いします。

充分に検討させていただきます。活動するには即座に
補助金を復活させる様に提言したいと思います。

会員だよりを見込み者に配ったり、人気のあるグラウンド
ゴルフ等の話もして、輪を広げて会員を増やしていきたい。

いい提案ですね。会員を増やすには、他の老人クラブ
にも広げていかれたら良いと思います。

役員のなり手がいない。
役員の手当も少ない。
老人会を立てる割には無視されていると感じる。
町内会に福祉が全部あるので、一緒にやれないかと思う。

充分考慮させていただきたいと思います。

老人会で地域の手助けをするには若い人の入会が必要。
議会・行政で指導、応援をお願いします。

志免 町 議 会一般会議　報告
町民、諸団体などとの意見交換の場（一般会議）
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（成人式実行委員会の６人に質問しました）

全 体…49.92％
18歳…42.73％
19歳…37.95％

新成人に聞く

Ｑ．�議会だよりを読んだことがありますか。
Ａ．�・ある　１人　　　・ない　５人

Ｑ．�将来、議員になりたいと思いますか。
Ａ．�・なりたい　０人
�　　・なりたいと思わない　６人

Ｑ．�いま、政治に関して一番興味があることを教えてください。
Ａ．�・給付型奨学金　　　・カジノ問題　　　・プーチン大統領来日

Ｑ．�選挙権年齢が20歳から
18歳に引き下げられた前
回の参議院議員選挙、投
票に行きましたか。

Ａ．�・行った　１人
�　　・行っていない　５人

非常に残念な結果ですが、若いひとたちも読みた
くなるような議会だよりにしていきたい。

第24回 参議院議員通常選挙の投票率について

成人式実行委員の方々
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広報委員会の感想

第７回

詳しくは、議会事務局まで！（935-1001）

＊各テーブルごとに、少人数で懇談します！

＊議会・町政へのご意見をおきかせください！

議員一同　お待ちしております！

志免町

議 会 報 告 会

お聞かせください！あなたの声！

今の志免・未来の志免　気軽にトーク！

２月１４日（火）
場所　町民センター

（視聴覚室）

19時　開始

２月１５日（水）
場所　シーメイト

（ホール）

19時　開始
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